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学校教育目標 知・徳・体の調和のとれた生徒を育成する 文責 椋代 孝
【８・９月の生活目標】 集団の一員として自覚を持とう～体育祭を成功させよう～

 
学校便り 

日々新たに 

自分にベクトルを向ける
短い梅雨が終わり、６月後半から猛暑が続いています。１学期もあっという間に終わり、本日1学期終業式

を迎えることとなりました。７月末には県総体、吹奏楽コンクールも予定されています。また、これから長
期の休みに入り、１，2年は部活動が予定されています（部によっては3年生も活動します）。連日の暑さで、
ＷＢＧＴの値が３１℃を越える日が続いていますので、熱中症には気をつけて欲しいと思います。指導でも
気をつけたいと思いますが、充分な睡眠と、充分な水分を補給、休息が大切です。体調管理に気をつけて無
理をせず、活動して欲しいと思います。
また、3年生は進路について考える時期になってきました。集中して勉強できる時でもあるとも思います。

しっかり、進路に向けて準備を進めて欲しいと思います。
さて皆さんは、１学期の反省をしっかりしたでしょうか？「反省をするのはめんどくさい」と思っていた

のではないでしょうか。反省は何のためにするのでしょうか。答えは１つではないと思いますが、私は、「２
学期にやるべきことを発見する」ためだと思っています。学習や生活について、１学期の反省を元に２学期
では、より高みを目指して欲しいと思います。「反省することがある」ということは、言い換えると「これか
ら成長する部分がある」ということです。皆さんはまだ中学生。これからたくさん成長していきます。その
ときに、「自分にベクトルを向ける」ことを大切にしてみてください。

次のメッセージは、中村憲剛選手が引退したとき、プロサッカー選手を目指している子ども達に向けたも
のです。中村選手は、元日本代表、J1の川崎フロンターレに所属していた有名な選手です。皆さんの学校生
活に対する取組も同じだと思います。

ベクトルは、日常生活では『物事や考え方の方向』という意味です。成長していく人は、決して人のせいに
はしません。まず一番に変えられるのは自分の行動です。『ベクトルを自分に向ける』とい
うことは、『物事や考え方の方向』を自分に向けるということです。皆さんが、自分の夢や
目標にどんどん近づいていく２学期を期待しています。
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７月の予定
１８日（金）終業式 生徒集会 定時退勤日

１９日（土）県総体（柔道・剣道・ソフトテニス）

２０日（日）県総体（ソフトテニス・柔道）

２２日（火）県総体（陸上競技・ソフトテニス）

２３日 (水） 県総体（陸上競技・バレー〈２５日まで〉）

２４日（木）県吹奏楽コンクール予選

２９日（火）美作地区総体（陸上競技）

鏡野町教職員全員研修会

８月の予定
8 日（金）～１5日（金）学校閉庁

１９日（火）校内研修

２０日（水）校内研修

２１日（木）３年登校日４校時 校内研修

２２日（金）３年登校日４校時 職員会議

２５日（月）３年登校日４校時

２６日（火）全校登校日３校時

３年校内テスト、１・２年課題テスト

２８日（木）始業式 ３年校内テスト、１・２年課題テスト

６月２７日（金）～６月２９日（日）、美作地区総合体育大会が開催されました。
どの部活動も最後まで、今までの練習の成果を発揮しようと精一杯頑張っていまし
た。生徒の皆さんは、この総体で得た成果を今後の学校生活や部活動等にいかして
欲しいと思います。
県総体への出場権を獲得できた皆さん、美作地区、そして鏡野中学校の代表とし

て県総体でも活躍を期待しています。また、７月２４日（木）には岡山県吹奏楽コ
ンクール予選大会が行われます。吹奏楽部の皆さんは、観客の皆さんに多くの感動
を届けてください。ご健闘をお祈りしています。
【主な成績】
○野球部

２７日(金)対鶴山中に勝利
２８日(土)対落合中に惜敗

○ソフトテニス男子
団体 対中道中に勝利

対北陵中に惜敗 ○バレーボール部女子
対津山西中に惜敗 ２７日(金)対落合中に勝利

個人 ベスト８ ・ ペア 対美作中に惜敗
※県大会出場 ２８日(土)対勝山中に勝利

○ソフトテニス女子 対大原中に惜敗
団体 対久世中に勝利 対久世・北房中(合同)に勝利

対北陵中に惜敗 ※県大会出場
対中道中に勝利 ○バレーボール部男子

※県大会出場 ２７日(金)対勝北中に勝利
個人３位 ・ ペア 対津山東中に惜敗
県大会出場 ・ ペア 対蒜山中に惜敗

※県大会出場は、上記２ペア。 ○バスケットボール部
○剣道 対津山中に惜敗

女子個人 ※県大会出場 ○卓球
男子団体予選敗退 団体予選敗退
男子個人 (養徳館） ※県大会出場 個人予選敗退
女子個人 (養徳館） ※県大会出場 ○柔道

○サッカー 男子団体 ※県大会出場
２７日（金） 男子個人 １位 １位
対津山西・鶴山中(合同) に勝利 ※県大会個人出場は、

２８日(土)対北陵中に惜敗 それぞれの階級で上記の２人と 。
対津山東中に惜敗

いま、フロンターレを目指している子どもたち。
僕自身は、小学校の時も高校に入る時も小さくて、今も身体は華奢（きゃしゃ）ですし、強くないですけど、40
歳までプレーすることができました。何が言いたいかというと、身体の小ささとか、身体能力の低さはハンデじゃ
ないということです。おそらく小学生、中学生、そして高校生悩んでる子がいっぱいいると思います。けど、「そ
うじゃない」と僕のキャリアが言っています。みんなに可能性があります。子どもたち一人ひとりには、それを自
らフタをしてほしくないし、指導者の人たちもただ「小さいから使わない」「足が遅いから使わない」そういう目
線で見ないでほしいなと心から願ってます。逆にそのハンデをチャンスだと思ってください。

周りの環境とか、チームメイトとかに文句言ったり、そういうのは一切関係ないです。全部自分にベクトルを向
けてください。その気持ちをもって一日一日を頑張れば、必ず道は開けます。そして、周りが助けてくれます。

いまサッカー選手になりたいでも、ちょっと悩んでる子どもたち。もう一回、明日から新しい気持ちでボールを蹴
ってほしいと思っています。そして、川崎フロンターレはこういう風に頑張った選手にこういった素晴らしい舞台
を与えてくれる最高のクラブです。
フロンターレ愛を持った選手たちが、ここに入って一人でも多くこのような舞台で引退セレモニーが行われること
を僕は心から願っています。


